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地域防災力の向上を考える 

鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム 

－鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年－  

日時 平成２４年１０月６日（土） 

    １３：３０～１７：３０ 
会場 鹿児島大学 稲盛会館 
     （鹿児島市郡元1-21-40） 

参加申込み・問い合わせ 
 E-mailあるいはＦＡＸで，参加者氏名，所属，連絡先（〒住所・E-mail・電話・ＦＡＸ）をご連絡ください。 
 鹿児島大学地域防災教育研究センター 
 TEL： 099-285-7234  FAX ： 099-285-8495 E-mail: bousai@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

参加費無料 
当日自由参加 

主催    国立大学法人 鹿児島大学 地域防災教育研究センター  
               （http://bousai.kagoshima-u.ac.jp/） 

後援 鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、ＮＨＫ鹿児島放送局、南日本放送、 
     ＫＴＳ鹿児島テレビ、鹿児島放送、鹿児島読売テレビ 

●基調講演 
  『 地域防災と大学の役割 』 
 下川 悦郎（鹿児島大学理事） 
 

●報告 

「地域防災教育研究センターについて」 

「南九州の火山活動と防災」 

「地震・津波災害と防災」 

「近年の土砂災害の特徴と防災」 

「防災教育の充実に向けて」 

 

●パネルディスカッション  
    －地域防災力の向上を考える－ 

新燃岳（鹿児島県提供） 

小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

浅野 敏之（教育部門長，理工学研究科教授） 

地頭薗 隆（調査研究部門長，農学部准教授） 

黒光 貴峰（教育学部准教授） 
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（実施要項） 
 

鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム 

 地 域 防 災 力 の 向 上 を 考 え る  
―鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年― 

 
日 時：平成２４年１０月６日（土）１３：３０～１７：３０ 
場 所：鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１－２１－４０） 
参加者：一般住民等 
参加費：無料 
主 催：国立大学法人鹿児島大学 地域防災教育研究センター 
後 援：鹿児島県、鹿児島市、(株)南日本新聞社、NHK 鹿児島放送局、南日本放送、 

KTS 鹿児島テレビ、鹿児島放送、鹿児島読売テレビ 
 
次 第 
  13：30－13：35 開会挨拶：鹿児島大学長 吉田 浩己 
  13：35－14：35 基調講演：「地域防災と大学の役割」 

下川 悦郎（鹿児島大学理事） 
 
  14：40－16：10 報  告 

1． 「地域防災教育研究センターについて」 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授）  

2． 「南九州の火山活動と防災」 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

3． 「地震・津波災害と防災」 
浅野 敏之（教育部門長，理工学研究科教授） 

4． 「近年の土砂災害の特徴と防災」 
地頭薗 隆（調査研究部門長，農学部准教授） 

5． 「防災教育の充実に向けて」 
黒光 貴峰（教育学部准教授） 
 

 16：10－16：20 休  憩 
16：20－17：20 パネルディスカッション －地域防災力の向上を考える－ 

 17：20－17：30 閉会挨拶：鹿児島大学研究担当理事 前田 芳實 
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（実施要項） 
 

鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム 

 地 域 防 災 力 の 向 上 を 考 え る  
―鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年― 

 
日 時：平成２４年１０月６日（土）１３：３０～１７：３０ 
場 所：鹿児島大学 稲盛会館（鹿児島市郡元１－２１－４０） 
参加者：一般住民等 
参加費：無料 
主 催：国立大学法人鹿児島大学 地域防災教育研究センター 
後 援：鹿児島県、鹿児島市、(株)南日本新聞社、NHK 鹿児島放送局、南日本放送、 

KTS 鹿児島テレビ、鹿児島放送、鹿児島読売テレビ 
 
次 第 
  13：30－13：35 開会挨拶：鹿児島大学長 吉田 浩己 
  13：35－14：35 基調講演：「地域防災と大学の役割」 

下川 悦郎（鹿児島大学理事） 
 
  14：40－16：10 報  告 

1． 「地域防災教育研究センターについて」 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授）  

2． 「南九州の火山活動と防災」 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

3． 「地震・津波災害と防災」 
浅野 敏之（教育部門長，理工学研究科教授） 

4． 「近年の土砂災害の特徴と防災」 
地頭薗 隆（調査研究部門長，農学部准教授） 

5． 「防災教育の充実に向けて」 
黒光 貴峰（教育学部准教授） 
 

 16：10－16：20 休  憩 
16：20－17：20 パネルディスカッション －地域防災力の向上を考える－ 

 17：20－17：30 閉会挨拶：鹿児島大学研究担当理事 前田 芳實 
 
 
 

１周年企画シンポジウム「地域防災力の向上を考える」の記録 
 

平成 24 年 10 月 6 日（土）、鹿児島大学稲盛会館にてセンター設立 1 周年企画シンポジウム「地

域防災力の向上を考える」を開催し、一般、教職員、学生などおよそ 180 名が参加しました。 

 はじめに、吉田浩己学長から「報告などをお聞きいただき、防災意識をより高めると同時に、

センターと共に地域の防災力向上を考える機会としていただきたい」と挨拶がありました。 

 「地域防災と大学の役割」と題した基調講演の中で、講師の下川悦郎理事は、東日本大震災な

ど、頻発する災害は、多様化・複合化・広域化・長期化などの特徴がみられ、鹿児島県において

も桜島をはじめとする火山災害、風水害、地震・津波災害などが今後予想されることを説明し、

防災・減災対策として、住民による平時の備えや、情報伝達手段の確保などが重要と指摘しまし

た。また、大学における役割として、防災計画の作成と実行、災害発生時の地域防災支援、地域

防災にかかる教育研究推進の 3 つの柱が説明されました。 

 続いて、小林哲夫センター長から、地域防災教育研究センターについて報告が行われ、その後、

「南九州の火山活動と防災／小林哲夫 センター長,理工学研究科教授」、「地震・津波災害と防災

／浅野敏之 教育部門長,理工学研究科教授」、「近年の土砂災害の特徴と防災／地頭薗隆 調査研

究部門長,農学部准教授」、「防災教育の充実に向けて／黒光貴峰 教育学部准教授」と、4 名の兼

務教員から、火山活動、地震・津波災害、土砂災害、防災教育のそれぞれの分野の報告が行われ

ました。 

休憩を挟み、「地域防災力の向上を考える」と題したパネルディスカッションが行われました。

参加者からは、桜島の大噴火の可能性はあるのか、予知はできるのかといった質問や、災害の危

険性はあるが住んでいる場所を離れられない個々の事情がある場合の対応、災害時の備蓄のため

の行政からの財政的支援の現状など、多岐にわたる質問が寄せられ、全ての質問には応えられな

かったものの、防災への関心が深まっている現状を把握し、本センターの活動は地域住民と共に

考えなければならないことを再認識する有意義な機会となりました。 
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【報告の様子】 

 
 
 

 
【パネルディスカッションの様子】 



－ 151 －

 

 
【報告の様子】 

 
 
 

 
【パネルディスカッションの様子】 

地域防災力の向上を考える

鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム

－鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年－

日時 平成２４年１０月６日（土） １３：３０～１７：３０

会場 鹿児島大学 稲盛会館 （鹿児島市郡元 ）

主催    国立大学法人 鹿児島大学 地域防災教育研究センター  
 

後援  鹿児島県、鹿児島市、南日本新聞社、ＮＨＫ鹿児島放送局、南日本放送、 
 ＫＴＳ鹿児島テレビ、鹿児島放送、鹿児島読売テレビ 

新燃岳（鹿児島県提供）

講演概要集
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鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム 

 地 域 防 災 力 の 向 上 を 考 え る  
―鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年― 

 
次 第 
  13：30－13：35 開会挨拶：吉田 浩己（鹿児島大学長） 
 
  13：35－14：35 基調講演 

「地域防災と大学の役割」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
    下川 悦郎（鹿児島大学理事） 
 
  14：40－16：10 報  告 

1． 地域防災教育研究センターについて 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

 
2． 南九州の火山活動と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 
 

3． 地震・津波災害と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 
浅野 敏之（教育部門長，理工学研究科教授） 

 
4． 近年の土砂災害の特徴と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

地頭薗 隆（調査研究部門長，農学部准教授） 
 

5． 防災教育の充実に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 
黒光 貴峰（教育学部准教授） 

 
 

16：10－16：20 休  憩 
 
16：20－17：20 パネルディスカッション －地域防災力の向上を考える－ 

 
 17：20－17：30 閉会挨拶：前田 芳實（鹿児島大学研究担当理事） 
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鹿児島大学地域防災教育研究センター１周年企画シンポジウム 

 地 域 防 災 力 の 向 上 を 考 え る  
―鹿児島大学地域防災教育研究センター設立から１年― 

 
次 第 
  13：30－13：35 開会挨拶：吉田 浩己（鹿児島大学長） 
 
  13：35－14：35 基調講演 

「地域防災と大学の役割」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
    下川 悦郎（鹿児島大学理事） 
 
  14：40－16：10 報  告 

1． 地域防災教育研究センターについて 
小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 

 
2． 南九州の火山活動と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

小林 哲夫（センター長，理工学研究科教授） 
 

3． 地震・津波災害と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 
浅野 敏之（教育部門長，理工学研究科教授） 

 
4． 近年の土砂災害の特徴と防災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

地頭薗 隆（調査研究部門長，農学部准教授） 
 

5． 防災教育の充実に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 
黒光 貴峰（教育学部准教授） 

 
 

16：10－16：20 休  憩 
 
16：20－17：20 パネルディスカッション －地域防災力の向上を考える－ 

 
 17：20－17：30 閉会挨拶：前田 芳實（鹿児島大学研究担当理事） 

 
 

基調講演 
 

「地域防災と大学の役割」 

 
下川 悦郎 

鹿児島大学理事 
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社
会
的
背
景
 

 
 

 
 

 
 

 
土
地
利
用
の
拡
大
、
都
市
化
、
過
密
過
疎
、
被
害
リ
ス
ク
の
増
大
、
 

 
 

 
 

 
 

 
高
齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
脆
弱
化
、
防
災
コ
ス
ト
の
削
減
、
 

 
 

 
 

 
 

 
安
全
軽
視
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２
－

５
 
鹿

児
島

県
に
お
け
る
自

然
災

害
（
７
）
 

 
 

鹿
児

島
県

に
お
け
る
自

然
災

害
の

特
徴

と
背

景
 

 
 

 
 

 
特

徴
 

 
 

 
 
多

様
性

（
水

害
・
土

砂
災

害
 
火

山
災

害
 
地

震
災

害
 
風

害
等

）
 

 
 

 
 
多

数
の

犠
牲

者
 

 
 

 
 

 
自

然
災

害
に
よ
る
第

2
次

大
戦

後
の

死
者

・
不

明
者

数
は

1
1
0
0
人

超
、

 

 
 

 
 

 
う
ち
、
土

砂
災

害
が

6
0
0
人

超
 

 
 

 
背

景
 

 
 

 
 
自

然
的

背
景

 

 
 

 
 

 
地

形
地

質
、
豪

雨
、
台

風
、
火

山
、
地

震
 

 
 

 
 
社

会
的

背
景

 

 
 

 
 

 
土

地
利

用
の

拡
大

、
都

市
化

、
過

疎
過

密
、
被

害
リ
ス
ク
の

増
大

、
 

 
 

 
 

 
高

齢
化

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

脆
弱

化
 

２
－
４

 
鹿
児
島
県
に
お
け
る
自
然
災
害
（
６
）
 

 
 

           

島
嶼
の
災
害

 
 
写
真
（
2
0
1
0
年
奄
美
豪
雨
災
害
）
 

２
－
３
－
２

 
鹿
児
島
県
に
お
け
る
自
然
災
害
（
５
）
 

 
 

          

1
9
9
3
（
平
成
５
）
年
豪
雨
災
害

 
 
写
真
（
土
砂
災
害
）
 

２
－
３
－
１

 
鹿
児
島
県
に
お
け
る
自
然
災
害
（
４
）
 

 
 

          

1
9
9
3
（
平
成
５
）
年
豪
雨
災
害

 
 
写
真
（
河
川
災
害
）
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３
－
３

 
防
災
減
災
対

策
（
３
） 

 
 

 
防
災
の
各
過
程
と
防
災
関
連
法

 

 
 
 

平
 
時

 

 
 

 
 

 
 
災
害
対
策
基
本
法
（
1
9
6
1
年
）
、
消
防
法
（
1
9
4
8
年
）
、
水
防
法
（
1
9
4
9
年
）
等

 

 
 

 
 

 
警
戒
時

 
 

 

 
 

 
 

 
 
災
害
対
策
基
本
法
、
消
防
法
、
水
防
法
等

 

 
 

 
 

 
災
害
発
生
・
応
急
対
応
時

 

 
 

 
 

 
 
災
害
対
策
基
本
法
、
災
害
救
助
法
（
1
9
4
7
年
）
、
消
防
法
、
水
防
法
等

 

 
 

 
 

 
復
旧
復
興
・
地
域
再
生

 

 
 

 
 

 
 
災
害
対
策
基
本
法
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
1
9
6
2
年
）
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
1
9
7
3
年
）
、

 

 
 

 
 

 
 
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
（
1
9
9
8
年
）
、
東
日
本
震
災
復
興
基
本
法
（
2
0
1
1
年
）
、

 

 
 

 
 

 
 
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
1
9
6
1
年
）
等

 

３
－
２

 
防
災
減
災
対
策
（
２
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
小

 
 
←

 
災

害
規

模
 
→

 
 
大

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
→

 
地

域
再

生
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
→

 
復

旧
、
復

興
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
→

 
災

害
発

生
・
応

急
対

応
 
（
避

難
 
安

否
確

認
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
救

難
救

護
 
情

報
収

集
 
被

害
の

拡
大

防
止

・
・
・
）
 

  
 

 
 

 
 
→

 
警

戒
時

 
（
情

報
収

集
 
避

難
等

の
意

思
決

定
 
情

報
伝

達
 
避

難
・
・
・
）
 

  
 

 
平

時
 
（
災

害
へ

の
備

え
）
 

  
 

 
 

 
災

害
発

生
か

ら
防

災
応

急
対

応
、
復

旧
、
復

興
、
地

域
再

生
ま
で
の

過
程

 

 
３
－
１

 
防
災
減
災
対
策
（
１
）
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

 
 
ハ
ー
ド
対
策

 

  
 

 
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  

 
 
防
災
施
設
の
配
備

 

 
  
  

  
  

 
 

 
 

  

  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
ソ
フ
ト
対
策

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
警
戒
避
難
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
土
地
利
用
（
被
害
リ
ス
ク
の
軽
減
）
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
減
災
対
策
の
構
造

 

災
害
予
測

 

場
所

 時
間

 種
類

 規
模

 
防
災
減
災
対
策

 

２
－
６

 
鹿
児
島
県
に
お
け
る
自
然
災
害
（８

） 
 

 

 
今

後
予

想
さ
れ

る
災

害
と
そ
の

特
徴

 

 
 

 
災

害
の

種
類

 

 
 

 
 
風

水
害

 

 
 

 
 

 
河

川
災

害
、
土

砂
災

害
、
風

害
（
台

風
、
竜

巻
）
 

 
 

 
 
地

震
災

害
・
津

波
災

害
 

 
 

 
 

 
海

溝
型

地
震

（
南

海
・
東

南
海

、
南

西
諸

島
）
、
直

下
型

地
震

（
県

北
、
県

西
部

、
鹿

児
島

湾
）
 

 
 

 
 
火

山
災

害
 

 
 

 
 

 
桜

島
、
霧

島
（
新

燃
岳

、
御

鉢
）
、

 

 
 

 
 

 
島

嶼
の

火
山

（
開

聞
岳

、
薩

摩
硫

黄
岳

、
口

永
良

部
、
中

之
島

、
諏

訪
瀬

島
）
 

 
 

 
 
そ
の

他
の

災
害

 

 
 

 
災

害
の

特
徴

と
そ
の

背
景

 

 
 

 
 
特

徴
 

 
 

 
 

 
大

規
模

化
（
激

甚
化

）
、
広

域
化

、
局

所
化

、
複

合
化

、
長

期
化

 

  
  
  

  
 背

景
 

 
 

 
 

 
自

然
的

背
景

：
大

規
模

地
震

の
発

生
、
台

風
・
降

雨
の

大
規

模
化

（
温

暖
化

）
、

 

 
 

 
 

 
社

会
的

背
景

：
被

害
リ
ス
ク
の

増
大

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

脆
弱

化
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5
－
１

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（１

） 

 
 

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割

 

 
 

 
・
学
内
に
お
け
る
防
災
計
画
の
作
成
と
そ
の
実
行

 

 
 

 
 

 
防
災
計
画
（
規
則
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
）
、
防
災
教
育
、

 

 
 

 
 

 
防
災
訓
練
、
災
害
時
の
防
災
対
応
、
機
能
の
正
常
化

 

  
 

 
・
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
防
災
支
援
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
）
 

 
 

 
 

 
避
難
所
の
提
供
、
大
学
病
院
に
よ
る
緊
急
医

療
処
置
、
被
災
家
屋
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
被
災
調
査
、

 

 
 

 
 

 
行
政
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
活
動

 

 
 

 
 

 
 

 
・
地
域
防
災
に
係
る
教
育
研
究
の
推
進

 

  
  
  

  
  
災
害
予
測
、
防
災
教
育
、
警
戒
避
難
対
応
、
応
急
対
応
、
復
旧
復
興
・
地
域
再
生

 

４
－
１

 
復
旧
、
復
興
、
地
域
再
生
（
１
）
 

復
旧
復
興
過
程
に
お
け
る
防
災
対
応
 

 
 

 
 

 
復
旧
復
興
と
は

 

 
 

 
 

 
 
復
旧
復
興
は
公
共
施
設
の
機
能
回
復
を
含
め
た
地
域
（
市
町
村
）
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
元

 

 
 

 
 

 
 
さ
ら
に
そ
れ
を
構
成
す
る
被
災
住
民
の
生
活
再
建

 

  
 

 
 

 
復
旧
復
興
の
課
題

 

 
 

 
 

 
 
災
害
が
激
甚
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
額
の
費
用
と
時
間
が
必
要

 

 
 

 
 

 
 
地
域
の
復
旧
復
興
と
住
民
の
生
活
再
建
を
並
行
し
て
実
施

 

  
 

 
 

 
復
旧
復
興
の
視
点

 

 
 

 
 

 
 
復
旧
復
興
の
主
人
公
は
地
域
と
住
民

 

 
 

 
 

 
 
復
旧
復
興
は
生
業
の
復
興
・
再
生
か
ら

 

 
 

 
 

 
 
復
旧
復
興
は
現
状
回
復
で
は
な
く
災
害
に
強
い
地
域
の
復
元

 

 
 

 
 

 
 
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
復
旧
復
興
、
地
域
再
生

 

３
－
５

 
防
災
減
災
対

策
（
５
） 

 
 
 

平
時
、
警
戒
時
、
災
害
発
生
時
の
市
町
村
・
住
民
の
防
災
対
応
 

  
 

 
 

 
 
市
町
村
の
対
応
（
公
助
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平
時
の
備
え

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
防
災
点
検
、
防
災
教
育
、
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
、
避
難
場
所
の
確
保

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
警
戒
避
難
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
情
報
収
集
と
そ
の
分
析
、
避
難
等
の
意
思
決
定
、
避
難
勧
告

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
防
災
情
報
の
住
民
へ
の
周
知
、
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
等

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
応
急
対
応

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
安
否
確
認
、
救
難
救
護
、
被
害
の
拡
大
防
止

 

 
 

 
 

 
 

 
住
民
の
対
応
（
共
助

 
自
助
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
自
主
防
災
組
織
の
活
動
（
共
助
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
平
時
の
備
え
、
安
否
確
認
、
避
難
所
の
運
営

 

  
  
  

  
  
  

  
  
 
住
民
の
防
災
活
動
（
自
助
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
警
戒
、
避
難

 

３
－

４
 

防
災

減
災

対
策

（
４

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 災
 

害
 

   
  

  
  

被
害

発
生

 ↓
 

 ↑
 

地
域

防
災

計
画

の
作

成
と

実
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

住
民

等
も

防
災

に
対

す
る

責
務

を
担

う
（
第

７
条

） 

  
 

 
 

 
 

 
市

町
村

（防
災

の
最

前
線

）
  

→
 

他
市

町
村

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

行
政

 
住

民
  
  

  
  

  
 ←

 
（
相

互
間

の
地

域
防

災
計

画
） 

   
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ↑
  

 ↑
 

都
道

府
県

地
域

防
災

計
画

の
作

成
と

実
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

防
災

事
務

・業
務

の
実

施
へ

の
助

言
 

総
合

調
整

 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 ↑
  

 県
 

→
 

他
都

道
府

県
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

  
  

 ←
  
  

（
相

互
間

の
地

域
防

災
計

画
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
  

 ↑
  

 ↑
 

防
災

基
本

計
画

の
作

成
と

実
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

勧
告

・
指

導
・
助

言
・そ

の
他

適
切

な
措

置
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 国
 

 
 

 
 

 
 

 
災

害
対

策
基

本
法

に
お

け
る

行
政

（
市

町
村

、
県

、
国

）の
防

災
対

応
 

  
  

  
  

  
  

  
 

（
東

日
本

大
震

災
後

改
正

、
避

難
受

入
れ

対
策

や
救

援
物

資
の

供
給

体
制

を
強

化
）
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５
－
２
－
４

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
２
－
４
）
 

 
東
日
本
大
震
災
（
地
震
・
津
波
）
発
生
後
の
福
島
大
学
の
防
災
対
応
（
４
）
 

 
・
大
学
の
運
営
は
可
能
な
こ
と
か
ら
正
常
時
の
状
態
に
戻
す

 

 
・
放
射
線
対
策
に
つ
い
て
は
慎
重
な
対
応
を
と
る

 

 
・
学
務
に
関
す
る
情
報
提
供
は
大
学
の
Ｈ
Ｐ
、
テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ
プ
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
、
郵
送
、
友
人
経
由

 
 

 
な
ど
多
様
な
情
報
伝
達
手
段
を
使
う

 

 
・
大
学
の
現
状
、
安
全
管
理
に
関
す
る
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
放
射
線
計
測
結
果
を
定
期
的
に
発
信

 

 
・
学
生
及
び
受
験
生
帰
宅
困
難
者
へ
の
非
常
用
備
蓄
品
の
配
給
、
大
学
生
協
に
よ
る
支
援
物
資
の
提
供
、

 

 
 
全
国
の
国
立
大
学
等
か
ら
の
支
援
物
資
の
提
供

 

 
・
大
学
施
設
を
避
難
所
と
し
て
提
供
、
大
学
保
健
セ
ン
タ
ー
が
医
療
的
精
神
的
支
援
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
 

 
に
よ
る
避
難
所
支
援
、
避
難
者
か
ら
の
大
学
支
援
（
相
互
協
力
）
 

 
・
東
日
本
大
震
災
総
合
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
自

 
 

治
体
や
住
民
へ
の
研
究
成
果
の
情
報
提
供
、
学
生
・
院
生
を
巻
き
込
ん
だ
復
興
支
援
活
動
、
新
た
な
知

 
 

の
創
造
と
復
興
に
資
す
る
人
材
育
成
、
学
内
に
お
け
る
放
射
線
対
策
、
他
大
学
と
の
連
携
協
定
の
締
結

 
 

に
よ
る
復
興
支
援

 

５
－
２
－
３

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
２
－
３
）
 

 
 

 
東
日
本
大
震
災
（
地
震
・
津
波
）
発
生
後
の
福
島
大
学
の
防
災
対
応
（
３
）
 

 
 

 
３
月

1
7
日
以
降

 

 
 

 
学
生
・
児
童
生
徒
・
教
職
員
の
被
災
状
況
調
査
、
学
位
記
等
の
発
送
、
入
学
式
の
簡
素
化
、
放
射
線
対

 
 

 
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
地
震
発
生
時
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
配
布
、
学
生
と
の
緊
急
連
絡
体
制
の
確
立
、

 
 

 
放
射
線
相
談
窓
口
の
設
置
、
学
生
の
就
職
活
動
支
援
、
諸
団
体
へ
の
就
職
支
援
要
請
、
既
卒
者
の
就

 
 

 
職
取
り
消
し
等
へ
の
対
応
、
被
災
者
支
援
の
た
め
の
入
学
料
・
授
業
料
免
除
枠
の
検
討
、
放
射
線
ガ
イ

 
 

 
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
配
布
、
校
内
放
射
線
計
測
、

2
4
年
度
大
学
入
試
に
お
け
る
入
学
検
定
料
の
免
除
等

 

 
 

 
３
月

2
3
日

 

 
 

 
学
生
・
児
童
生
徒
全
員
の
安
否
確
認
完
了

 

 
 

 
４
月
５
日

 

 
 

 
上
水
道
全
面
復
旧
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
運
転
再
開

 

 
 

 
４
月

2
2
日

 

 
 

 
中
水
道
全
面
復
旧

 

５
－
２
－
２

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
２
－
２
）
 

 
 

 
東
日
本
大
震
災
（
地
震
・
津
波
）
発
生
後
の
福
島
大
学
の
防
災
対
応
（
２
）
 

 
 
３
月

1
4
日

 

 
 

 
第
１
回
危
機
対
策
本
部
会
議
の
開
催
、
施
設
の
被
害
状
況
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
認
、

 

 
 

 
入
学
手
続
き
の
変
更
決
定
、
後
期
日
程
入
試
対
応
と
合
格
者
の
決
定
方
法
の
協
議
、

 

 
 

 
学
位
記
授
与
式
の
中
止
決
定
、
全
構
成
員
の
安
否
確
認
指
示
、
寮
生
・
留
学
生
の
状
況
確
認
、

 

 
 

 
付
属
学
校
園
の
卒
業
式
・
入
学
式
の
対
応
協
議
、

 

 
 

 
対
策
本
部
会
議
の
開
催
（
１
日
２
回
）
 

 
 
３
月

1
4
、

1
5
日

 

 
 

 
臨
時
休
校
措
置
、
臨
時
入
試
員
会
の
開
催
、

 

 
 

 
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
情
報
発
信
開
始

 

 
 
３
月

1
5
日

 

 
 

 
避
難
所
開
設
、
危
機
対
策
本
部
の
事
務
体
制
の
編
成

 

 
 
３
月

1
6
日

 

 
 

 
入
学
式
の
延
期
と
休
講
期
間
の
決
定

 

５
－
２
－
１

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
２
－
１
）
 

 
 

 
東
日
本
大
震
災
（
地
震
・
津
波
）
発
生
後
の
福
島
大
学
の
防
災
対
応
（
１
）
 

  
  
  

  
  
  
（
入
戸
野

 
ID

E
 2

0
1
2
.4

 
か
ら
作
成
）
 

 
 
３
月

1
1
日

 
 

 
 

 
地
震
発
生

 

 
 

 
屋
外
避
難
の
指
示
、
学
生
等
の
安
全
確
認

 

 
 

 
建
物
被
害
状
況
調
査
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
調
査

 

 
 

 
危
機
対
策
本
部
の
設
置
、
建
物
の
安
全
確
認

 

 
 

 
一
般
入
試
後
期
日
程
の
中
止
決
定
と
受
験
生
へ
の
周
知
、

 

 
 

 
学
生
・
下
見
受
験
生
等
の
帰
宅
困
難
者
の
た
め
の
仮
宿
泊
所
の
設
置
、

 

 
 

 
教
職
員
に
対
す
る
帰
宅
指
示
等
当
面
の
対
応
策

 

 
 
３
月

1
2
日

 

 
 

 
震
災
・
原
発
事
故
の
情
報
収
集

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  

 
 
３
月

1
3
日

 

 
 

 
付
属
学
校
園
の
休
校
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５
－
５

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（５

） 

 
 

 
防
災
に
関
す
る
学
会
等
の
設
立

 

 
 

 
 
経
糸
に
よ
る
災
害
対
応

 

 
 

 
 

 
土
木
学
会
、
土
質
工
学
会
（
地
盤
工
学
会
）
、
建
築
学
会
、
地
震
学
会
、

 

 
 

 
 

 
応
用
地
質
学
会
、
建
築
学
会
、
砂
防
学
会
、
地
す
べ
り
学
会
等

 

   
  
  

  
横
糸
に
よ
る
災
害
対
応

 

 
 

 
 

 
文
部
科
学
省
自
然
災
害
総
合
研
究
班
（
1
9
6
0
年
設
立
）
 

 
 

 
 

 
文
部
省
科
学
研
究
費
特
別
研
究
（
1
9
7
2
年
に
移
行
）
 

  
  
  

  
  
京
都
大
学
防
災
研
究
所
自
然
災
害
研
究
協
議
会
（
2
0
0
5
年
設
立
）
 

 
 

 
 

 
自
然
災
害
学
会
（
1
9
8
1
年
設
立
）
 

 
 

 
 

 
地
域
安
全
学
会
（
1
9
8
6
年
設
立
）
 

 
 

 
 

 
災
害
情
報
学
会
（
1
9
9
9
年
設
立
）
 

 
 

 
 

 
災
害
復
興
学
会
（
2
0
0
8
年
設
立
）
 

５
－

４
 
地

域
防

災
に
お
け
る
地

方
大

学
の

役
割

（
４
）
  

  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  
  

  
  
  

 
 

 
東

日
本

大
震

災
（
地

震
・
津

波
）
発

生
後

の
鹿

児
島

大
学
の
対
応
（
４
）
 

 
 

 
 
支

援
対

策
本

部
設

置
（
本

部
長

：
学

長
）
 

 
 

 
 
人

的
支

援
 

 
 

 
 

 
・
意

思
・
看

護
師

等
の

派
遣

や
調

査
分

析
の

実
施

 

  
  

  
  

  
・
教

員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
 

 
 

 
 

 
・
学

生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
（
2
3
年

度
53
名

、
2
4年

度
7
0名

）
 

 
 

 
 
物

的
支

援
 

 
 

 
 

 
・
水

産
学

部
練

習
船

「
か

ご
し
ま
丸

」
に
よ
る
九

州
地

区
国
立
大
学
か
ら
の
救
援
物
資
輸
送

 

 
 

 
 

 
・
リ
ユ
ー
ス
可

能
な
パ

ソ
コ
ン
を
被

災
地

に
発

送
（
2
3
年
度

5
5台

、
2
4
年
度

30
台
） 

 
 

 
 
学

生
支

援
 

 
 

 
 

 
・
被

災
地

出
身

学
生

に
対

し
特

別
措

置
に
よ
る
授

業
料
免
除

 

 
 

 
 

 
・
被

災
地

域
の

大
学

・
短

大
等

の
学

生
へ

の
就

職
支

援
 

 
 

 
 
研

究
を
通

じ
た
支

援
 

 
 

 
 

 
・
「
福

島
県

松
川

浦
の

水
産

業
復

興
及

び
環

境
調

査
に
関
す
る
共
同
研
究
」
 

 
 

 
 

 
・
「
岩

手
県

養
殖

漁
場

へ
の

津
波

影
響

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
低
質
改
善
事
業
の
共
同
研
究
」
の
実
施

 

  
  

  
  

  
・
津

波
痕

跡
及

び
被

災
状

況
調

査
の

実
施

 

 
 

 
 
義

援
金

・
募

金
 

 
 

 
 

 
・
義

援
金

募
集

（
第

５
次

ま
で

1
8
0
0
万

円
）
 

 
 

 
 

 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
学

生
の

募
金
活
動

 

５
－
３

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
３
）
 

 
 

 
 
阪

神
淡

路
大

震
災

に
お
け
る
神

戸
大

学
の

対
応

（
田

中
 

ID
E
 2

0
1
2
.5
か

ら
作

成
）
 

 
 

 
神

戸
大

学
の

被
害

 

 
 

 
 
・
３
名

の
教

職
員

と
4
4
名

の
学

生
が

死
亡

（
う
ち
８
名

が
留

学
生

）
 

 
 

 
 
・
学

生
・
大

学
院

生
の

論
文

作
成

へ
の

影
響

 

 
 

 
 
・
入

試
業

務
へ

の
影

響
 

 
 

 
対

応
 

 
 

 
 
・
学

生
寮

生
に
よ
る
住

民
の

救
出

（
1
0
0
名

）
 

  
 

 
 
・
避

難
所

の
提

供
、
生

協
の

炊
き
出

し
 

 
 

 
 
・
学

生
等

の
安

否
確

認
、
犠

牲
学

生
及

び
被

害
学

生
へ

の
対

応
 

 
 

 
 
・
留

学
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
留

学
生

の
救

援
・
支

援
 

 
 

 
 
・
大

学
病

院
に
よ
る
緊

急
医

療
処

置
 

 
 

 
 
・
被

災
家

屋
や

イ
ン
フ
ラ
施

設
の

被
災

調
査

 

 
 

 
 
・
都

市
復

興
計

画
策

定
に
お
け
る
行

政
並

び
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
支

援
活

動
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
都

市
安

全
研

究
セ
ン
タ
ー
の

設
置

 

 
 

 
 
・
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
室

の
設

置
 

 
 

 
 
・
防

災
教

育
講

義
の

実
施

 

 
 

 
 
・
防

災
に
関

す
る
国

際
連

携
 

５
－
２
－
５

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
２
－
５
）
 

 
 
東

日
本

大
震

災
（
地

震
・
津

波
）
発

生
後

の
福

島
大

学
の

防
災

対
応

（
５
）
 

 
教

訓
 

 
 
・
大

学
に
内

在
す
る
リ
ス
ク
の

共
有

、
価

値
の

共
有

、
事

例
の

共
有

 

 
 
・
災

害
発

生
に
関

す
る
知

識
の

総
点

検
と
共

有
 

 
 
・
大

学
構

成
員

が
市

民
と
し
て
の

責
任

と
大

学
人

と
し
て
の

自
覚

と
誇

り
を
堅

持
す
る
こ
と
が

リ
ス
ク
回

避
に
繋

が
る

 

 
課

題
 

 
 
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保

 

 
 
・
非

常
時

物
資

の
量

的
確

保
と
定

期
点

検
 

 
 
・
正

確
な
情

報
収

集
・
伝

達
手

段
の

確
保

 

 
 
・
教

職
員

の
移

動
手

段
の

確
保

 

 
 
・
非

常
時

対
応

可
能

な
大

学
施

設
の

整
備

 

 
 
・
危

機
対

策
本

部
と
各

部
局

間
の

連
絡

体
制

の
確

保
 

 
 
・
非

常
時

に
お
け
る
教

職
員

連
絡

網
の

整
備

 

 
 
・
災

害
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整

備
と
定

期
的

な
避

難
訓

練
の

実
施

 

 
 
・
在

学
生

・
保

護
者

へ
の

情
報

提
供

手
段

の
整

備
と
迅

速
化

 

 
 
・
教

職
員

の
健

康
管

理
の

徹
底

 

 
 
・
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
配

慮
し
た
対

策
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５
－
７

 
地
域
防
災
に
お
け
る
地
方
大
学
の
役
割
（
７
）
 

地
域

防
災

教
育

研
究

セ
ン
タ
ー
の

役
割

と
課

題
 

ht
tp

://
bo

us
ai

.k
ag

os
hi

m
a-

u.
ac

.jp
/m

is
si

on
 

５
－

７
 
地

域
防

災
に
お
け
る
地

方
大

学
の

役
割

（
７
）
 

 
 

 
災
害
防
災
研
究
に
関

す
る
鹿
児
島
大
学
の
取
組

 

 
 

 
・
1
9
8
6
年
梅
雨
末
期
集
中
豪
雨
に
よ
る
鹿
児
島
市
内
の
シ
ラ
ス
災
害
に
関
す
る
研
究

 
 

 
 

 
 

 
文
部
省
自
然
災
害

総
合
研
究
班

 
1
9
8
7
.3

 

 
 

 
・
1
9
9
3
年
鹿
児
島
豪
雨

災
害
の
総
合
的
調
査
研
究
報
告
書

 
平
成

5
年
教
育
研
究
特
別
経
費

 
 

 
 

 
 

 
1
9
9
3
年
豪
雨
災
害

鹿
児
島
大
学
調
査
研
究
会

 
1
9
9
4
.3

 

 
 

 
・
1
9
9
3
年
鹿
児
島
豪
雨
災
害
の
総
合
的
調
査
研
究
報
告
書
第

2
集

 
平
成

6
年
教
育
研
究
特
別
経
費

1
9
9
3
年
豪
雨
災
害
鹿

 
 

 
 

 
児
島
大
学
調
査
研
究

会
 

1
9
9
4
.3

 

 
 

 
・
平
成
５
年
８
月
豪
雨
に
よ
る
鹿
児
島
災
害
の
調
査
研
究
研
究
成
果
報
告
書

 
 

 
 

 
 

 
文
部
省
自
然
災
害

総
合
研
究
班

 
1
9
9
4
.3

 

 
 

 
・
1
9
9
7
年
鹿
児
島
県
北

西
部
地
震
の
総
合
的
調
査
研
究
報
告
書

 
鹿
児
島
大
学
自
然
災
害
研
究
会

 
1
9
9
8
.3

 

 
 

 
・
1
9
9
7
年
鹿
児
島
県
北
西
部
地
震
被
害
調
査
研
究
報
告
書

 
 

 
 

 
 

 
鹿
児
島
大
学
県
北

西
部
地
震
被
害
調
査
研
究
会

 
1
9
9
8
.6

 

 
 

 
・
1
9
9
7
年

7
月
梅
雨
前
線
停
滞
に
伴
う
西
日
本
の
豪
雨
災
害
に
関
す
る
調
査
研
究

 
 

 
 

 
 

 
平
成

9
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

 
1
9
9
8
.3

 

 
 

 
・
2
0
0
6
年
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究

 
 

 
 

 
 

 
平
成

1
8
年
度
教
育

改
善
推
進
費
（
学
長
裁
量
経
費
）
研
究
成
果
報
告
書

 

 
 

 
・
2
0
1
0
年
奄
美
豪
雨
災
害
の
総
合
的
調
査
研
究
報
告
書

 
 

 
 

 
 

 
鹿
児
島
大
学
奄
美

豪
雨
災
害
調
査
委
員
会

 
2
0
1
2
.3

 

５
－

６
 
地

域
防

災
に
お
け
る
地

方
大

学
の

役
割

（
６
）
 

 
 
東

日
本

大
震

災
後

の
防

災
教

育
研

究
に
つ
い
て
の

大
学
の
取
組

 

  
  

  
  

 岩
手

大
学

 

 
 

 
 
・
岩

手
大

学
三

陸
復

興
推

進
本

部
の

設
置

（
2
3
年

度
）
、
三
陸
復
興
推
進
機
構
に
改
称
（
2
4年

度
）
 

安
全

な
街

づ
く
り
を
支

え
る
地

域
防

災
の

推
進

、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
を
含
む
生
活
支
援
、
地
域
立
脚
型
産
業
（
生
業
）
 

 
 

 
 

 
の

再
建

 

 
 

 
 
東

北
大

学
 

 
 

 
 
・
「
災

害
復

興
新

生
研

究
機

構
」
を
設

置
（
２
３
年

度
）
 

被
災

か
ら
の

復
興

・
地

域
再

生
を
先

導
す
る
た
め
、
災
害
科
学
国
際
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
医
療
再
構
築
プ
ロ

 
 

 
 

 
 

ジ
ェ
ク
ト
、
環

境
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

８
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

 

 
 

 
 
学

都
仙

台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
2
1
大

学
）
 

 
 

 
 
・
「
復

興
大

学
」
の

立
ち
上

げ
（
2
3
年

度
）
に
よ
る
「
復

興
人
材
育
成
教
育
コ
ー
ス
」
や
「教

育
復
興
支
援
」
な
ど
４
事
業
の
実
施

 

 
 

 
 
福

島
大

学
 

 
 

 
 

 
・
う
つ
く
し
ま
ふ

く
し
ま
未

来
支

援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
（
2
3
年
度
）
 

こ
ど
も
・
若

者
支

援
部

門
、
復

興
計

画
支

援
部

門
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
、
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門
の
４
部
門
を

  
 

 
 

 
 

 
立

ち
上

げ
、
地

域
の

復
旧

・
復

興
へ

の
支

援
活

動
を
展
開

 

 
 

 
 
神

戸
大

学
 

 
 

 
 

 
・
東

日
本

大
震

災
の

復
興

へ
の

提
言

書
作

成
 
・
被
災
大
学
と
の
間
の
大
学
間
包
括
協
定
の
締
結

 

 
 

 
 
鹿

児
島

大
学

 

  
  

  
  

  
・
地

域
防

災
教

育
研

究
セ
ン
タ
ー
の

設
置

（
平

成
2
3
年
度
）
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報 告 ２ 
 

南九州の火山活動と防災 

 
小林 哲夫 

センター長，理工学研究科教授 
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噴
煙

柱
 

地
す
べ

り
 

（
山

体
崩

壊
）
 

火
砕

流
 

噴
気

 

噴
煙

 

火
山

灰
 

酸
性

雨
 

溶
岩

流
 

ラ
ハ

ー
ル

（
泥

流
）
 

溶
岩

ド
ー
ム

 
そ
の

崩
壊

 
火

砕
流

 

火
山

弾
 

地
下

水
 

様
々

な
噴

火
現

象
 

→
津

波
 

日
本

の
活

火
山

の
分

布
 

活
火

山
は

い
く
つ
あ
る
？

 

現
在

，
最

も
活

動
的

な
 

火
山

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か

？
 

最
近

噴
火

し
た
火

山
は

？
 

富
士

山
の

最
後

の
噴

火
は

 
い
つ
だ
っ
た
か

知
っ
て
い
ま

 
す
か

？
 

九
州

の
火

山
に
つ
い
て
ど
の

 
程

度
知

っ
て
い
ま
す
か

？
 

活
火
山
と
は
（
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
）
 

 
1
9
9
1
年
：
過
去
お
よ
そ

2
0
0
0
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山

 

 
 

 
 

 
 

 
 及

び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
火
山

 

 
2
0
0
3
年
：
概
ね
過
去

1
万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
及
び
．
．

 

 

1
0
8
の
活
火
山

 

（
た
だ
し

1
1
火
山
は

 
北
方
領
土
の
火
山
）
 

地
質
学
的
研
究

 

2
0
1
1
年

 
新
た
に

3
つ
の

活
火
山
が
認

定
さ
れ
た
．

 
合
計

 1
1
0
 

南
九

州
の

火
山

活
動

と
防

災
 

鹿
児

島
大

学
 

小
林

哲
夫

 

1．
活

火
山

と
は

，
鹿

児
島

県
に
は

い
く
つ
活

火
山

 
 

 
が

あ
る
の

か
？

 
2．

噴
火

様
式

お
よ
び
火

山
災

害
の

多
様

性
 

3．
新

燃
岳

20
11

年
噴

火
 

 
 

 
噴

火
の

推
移

 
 

 
 
防

災
へ

の
取

組
み

実
績

 
4．

火
山

災
害

の
軽

減
・
防

止
へ

む
け
た
取

組
み
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2
0
0
8
年
噴
火
に
よ
る
地
形
変
化

 
（
下
司
ほ
か
，

2
0
1
0
）
 

 

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

0

1
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

 

Cumulative number

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

01234

Number / Day

20
01

/0
1/

01
 to

 2
01

1/
06

/3
0 

日
別

地
震

回
数

 

地
震

活
動

：
 

20
06

年
中

頃
か

ら
増

加
。

 
20

08
年

末
頃

か
ら
急

増
。

 地
震
活
動

（
八
木
原
ほ
か

, 
2
0
1
1
) 

積
算

地
震

回
数

 
噴
火

 

水
蒸

気
爆

発
期

 
月

別
地

震
回

数
 

20
11

年
噴

火
に
至

る
前

兆
的

な
火

山
活

動
 

•
20

06
年
頃
か
ら
，
火
山
の
周
辺
地
域
で
地
震
活

動
が
活

発
化
し
た
．
地
盤
変
動
も
観
察

さ
れ

だ
し
た
．

 
•

20
08

年
8月

22
日
の
噴
火
は
割
れ
目
火
口

を
形
成

し
た
が
，

水
蒸
気
噴
火
で
あ
っ
た
．

 
•

20
09

年
末
か
ら
地
盤
の
急
速
な
膨
張
が

始
ま
っ
た
．

 
•
そ
の
後
，

20
10

年
3月

か
ら

7月
に
か

け
小
規

模
な
水

蒸
気

爆
発
を
繰
り
返
し
た
．

 
•

20
11

年
1月

19
日
の
噴
火
は
約

10
 %

の
マ
グ
マ
物
質
を
含

む
水
蒸
気
噴
火
で
あ
っ
た
．

 
•

1月
22

日
も
噴
煙
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
．

 
•

1月
26

日
の
午
前
中
か
ら
噴
煙
が
多
く
な
り
，
午

後
か
ら
は
本

格
的
な
マ
グ
マ
噴
火
（
準
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
）
へ

と
変
化

し
た
．

 

火
山
災
害
の
分
類

 

宇
井
（
19

97
）
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1月
27

日
夕
方
の
噴
火

 16
：
47

 P
M

 
大
浪
池
の
監
視
カ
メ
ラ

 

2
0
1
1
年

1
月

1
9
日
の
火
山
灰
の
分
布

 

20
10

年
の

小
噴

火
 

5月
27

日
（
鹿
児
島
地
方
気
象
台
）
 

   

7月
10

日
（
宮
崎
日
日
新
聞
）
 

7月
10

日
（
鹿
児
島
地
方
気
象
台
）
 

す
べ
て
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発
で
あ
り

 
 
マ
グ
マ
物
質
は
ご
く
微
量
で
あ
っ
た
．
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2月
1日

早
朝
の

 
爆
発
的
噴
火

 

3 
km

以
上
，
火
山
弾
が
と
ぶ
．

 

火
山

活
動

の
推

移
（
続

き
）
 

 •
1
/
3
0
以
降
の
噴
火
様
式
は
単
発
的
な
ブ
ル
カ
ノ
式
噴
火
に
変
化
し
た
．

1
/
3
0
, 
2
/
0
1
に

2
回

, 
2
/
0
2
に

3
回

, 
2
/
0
3
, 
2
/
1
1
, 
2
/
1
4
, 
2
/
1
8
, 
3
/
0
1
…

 

 

•
3
月
に
な
る
と
爆
発
的
な
噴
火
は
な
く
な
り
，
間
隔
も
長
く
な
っ
て
き
た
．

 

 
し
か
し
噴
煙
の
高
度
は

4
0
0
0
 m

に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
，
火
山
礫
に
よ
る

 

 
被
害
も
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
（
3
/
1
3
 &

 4
/
1
8
）
．

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
一
回
の
噴
出
量
は
数
万
ト
ン
程
度

 

溶
岩
の
噴
出
（
１
月

31
日
の
山
頂
火
口
）
 

 
 

産
総
研
の
デ
ー
タ
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こ
の

噴
火

の
予

知
実

績
 

次
の

噴
火

へ
の

対
応

 
•

地
震
活

動
・
地
盤
変
動
，
噴
火
頻
度
な
ど
活
動
度
の
増
加
傾
向
は

 
 

 
認
識
さ
れ
て
い
た
．

 
 

 
→
し
か

し
マ
グ
マ
噴
火
の
直
前
予
知
は
で
き
な
か
っ
た
．

 
 

 
 
（
1/

19
噴
火
の
マ
グ
マ
物
質
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
た
の
も
一
因
）
 

 •
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
，
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
．

 
 

 
 

 
噴
火
後
の
推
移
に
対
し
，
比
較
的
冷
静
に
対
応
で
き
た
．

 
 •

今
の
と
こ
ろ
切
迫
し
た
噴
火
の
兆
候
は
な
い
．

 
 

 
→
各
種

の
観
測
機
器
が
設
置
さ
れ
て
お
り
，
大
規
模
な
噴
火
で

 
 

 
 
あ
れ

ば
直
前
予
知
は
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
．

 
 

 
→
過
去
の
噴
火
実
績
を
も
と
に
，
噴
火
の
推
移
お
よ
び
被
害
の

 
 

 
 
範
囲

を
あ
る
程
度
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
．

 
 

 
 

  

最
近

ま
で
の

地
殻

変
動

の
様

子
 

G
PS

 

20
11

.3
.1

3の
噴

火
 

N
H

Kの
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
よ
り
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噴
火
予
知
の
体
制

 
•
短

期
的

な
噴

火
予

知
（
活
動
的
な
火
山
）
 

 
 
火

山
活

動
の

継
続

的
，
定

期
的

な
観

測
 

 
 
火
山
の
研
究
所
・
観
測
所
，
気
象
庁
，
国
交
省
，
海
上
保
安
庁
な
ど

 
 •
長

期
的

な
噴

火
予

知
（
噴
火
す
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
）
  

 
 
噴

火
履

歴
を
調

べ
，
火

山
の

個
性

を
調

べ
る

 
 

 
歴

史
時

代
の

噴
火

の
検

証
（
過

去
に
学
ぶ

）
 

 
 

 
地
質
学
関
係
の
大
学
，
産
総
研
な
ど

 
  

 
 

  

 

噴
火

警
戒

レ
ベ
ル

火
山

 
（
29

火
山
）
 

新
燃
岳
に
お
け
る
火
山
災
害
予
測
図
（
レ
ベ
ル

4・
5）

 

霧
島
火
山
群
に
お
け
る
火
山
防
災
に
関
す
る
検
討
会
（
H

15
~H

16
年
度
に
延
べ

7回
開
催
）
 

 霧
島
火
山
防
災
検
討
委
員
会
→

霧
島

火
山

災
害

予
測

図
検

討
分

科
会

（
 H

17
~H

19
年

度
に

4回
開

催
）
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報 告 ３ 
 

地震・津波災害と防災 

 
浅野 敏之 

教育部門長，理工学研究科教授 
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南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会

に
よ
る

 
鹿
児
島
県
沿
岸
の
計
算
結
果

 
 
（
ケ
ー
ス

11
:室

戸
岬
沖
と
日
向
灘
沖
に
大
す
べ
り
域
と
超
大
す
べ
り
域
を

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2箇
所
設
定
）

 
最

大
津

波
高

：
 
屋

久
島

町
13

ｍ
(県

内
最

大
）
、

 
 

 
 

 
 

 
 
西

之
表

市
11

m
、
肝

付
町

10
m
、
東

串
良

町
9m

、
 

 
 

 
 

 
 

 
志

布
志

市
7m

、
奄

美
市

・
龍

郷
町

・
喜

界
町

6m
、

 
 

 
 

 
 

 
 
枕

崎
市

・
指

宿
市

・
薩

摩
川

内
市

5m
、
鹿

児
島

市
な
ど

4m
 

浸
水

面
積

(3
0c

m
以

上
）
：
喜

界
町

61
0h

a、
志

布
志

市
49

0h
a、

 
 

 
 

 
 

 
 
奄

美
市

45
0h

a、
屋

久
島

町
45

0h
a､
西

之
表

市
40

0h
a 

最
短

到
達

時
間

(津
波

高
+1

m
）
：
西

之
表

市
29

分
、
志

布
志

市
36

分
、

 
 

 
 

 
 

 
 
奄

美
市

54
分

、
指

宿
市

69
分

、
枕

崎
市

73
分

、
 

 
 

 
 

 
 

 
薩

摩
川

内
市

94
分

、
鹿

児
島

市
10

5分
 

 
 

 
 

 
 

 

中
央

防
災

会
議

 
「
南

海
ト
ラ
フ
の

巨
大

地
震

モ
デ
ル

検
討

会
」
 

20
12

/3
/3

1 
第

1次
報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
震
度
分
布
、
津
波
高

(5
0m

メ
ッ
シ
ュ
）

 
20

12
/8

/2
9 

第
2次

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
津
波
高
、
浸
水
域
、
浸
水
深

(1
0m

メ
ッ
シ
ュ
）

 
基
本
条
件
：

 
 

 
津

波
断

層
：
破

壊
開

始
点

よ
り
順

次
破

壊
 

 
 

 
(基

本
設
定
）
大
す
べ
り
域
、
超

大
す
べ
り
域
の
地
域
設
定

5ケ
ー
ス

 
 

 
 

(派
生
的
な
検
討
ケ
ー
ス
）
分
岐
断
層

2ケ
ー
ス
、
大

(超
大
）す

べ
り
域
を

2箇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
所
設
定

4ケ
ー
ス
、

 
全

11
ケ
ー
ス

 

 
 
堤

防
条

件
：
津

波
が

堤
防

を
越

え
た
時

点
で
破

堤
 

 
 
液

状
化

に
よ
る
堤

防
の

沈
下

：
 
考

慮
し
な
い

 

1 

地
震
・
津
波
災
害
と
防
災

 

工
学
部
海
洋
土
木
工
学
科

 
 

 
 

 
 

 
 
浅
野

 
敏
之

 

地
域
防
災
力
の
向
上
を
考
え
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(2

01
2.

10
.6

) 
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日
本
お
よ
び
そ
の
周
辺
で

発
生
し
た
津
波

 

 
 
（

19
26
年
～

19
84
年
）

 

日
本
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
発

生
し
た
津
波

 

 
 
（

68
4年

～
19

25
年
）

 
渡
辺
偉
夫
「
日
本
被
害
津
波
総
覧
」
よ
り

 

日
本

周
辺

の
プ
レ
ー
ト

 

 地
震
は
ど
こ
で
起
き
て
い
る
か
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九
州
お
よ
び
南
西
諸
島
海

域
で
発
生
し
た
地
震
震
源

の
プ
ロ
ッ
ト
（
浅
野
・
右
田
）

 

九
州
・
南
西
諸
島
海
域

の
津
波
災
害

 

鹿
児
島
・
宮
崎
に
お
け
る
津
波
に
よ
る
被
害

 

西
暦

 
 
和
暦

 
 
波
源
域

 
 ﾏ
ｸ
ﾞﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄﾞ

 
影
響
範
囲

 
 

   
死
者
数

 
16

05
 
慶
長
９

 
 
南
海
ト
ラ
フ

 
7.

9 
 

 
千
葉
～
鹿
児
島

 
 
多
数

? 

16
62

 
寛
文

2 
 
日
向
灘

 
 

   
7.

6 
 

 
宮
崎
県
沿
岸

 
 

 
   

 2
00

 
17

80
 
安
永

9 
  桜

島
噴
火

 
 

 
 

 
 

 
薩
摩
・
大
隅

 
 

 
 

  
 

9 
17

81
 
安
永

10
 
桜
島
噴
火

 
 

 
 

 
 

  薩
摩
・
大
隅

 
 

 
 

 
 

15
 

19
01

 
明
治

34
 
奄
美
大
島
近
海

 
7.

5 
 

 
南
西
諸
島

 
19

11
 
明
治

44
 
奄
美
大
島
近
海

 
8.

0 
鹿
児
島
・
沖
縄
・
宮
崎

 
12

(地
震
）?

 

19
14

  大
正

3 
 
桜
島
噴
火

 
 

 
 

 
 

 
鹿
児
島

 
 

 
 

 
津
波
有
り

 

19
41

 
昭
和

16
 

 日
向
灘

 
   

   
7.

6 
   

宮
崎
・
大
分
・
愛
媛

 
  

  2
 

19
60

 
昭
和

35
 

 チ
リ
津
波

   
   

9.
4 

   
   
太
平
洋
岸

 
 

 
 
負
傷
者

2 

世
界

の
巨

大
津

波
 

西
暦

 
 

 
 

 
 
波
源
域

 
 

 
  

 
ﾏ
ｸ
ﾞﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄﾞ

 
 

 
   

   
死
者
・
不
明
者
数

 
１
７
５
５

モ
ロ
ッ
コ
沖
（
リ
ス
ボ
ン
地
震
）
M

8.
5
 

 
 

 
6
0
,0

0
0（
う
ち
津
波

10
0
00
）
? 

１
８
６
８

 
 

 
 

 
チ
リ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
M

9
.0

 
 

 
 

 
 

 
2
5
､0

0
0
 

１
８
８
３

 
 ク

ラ
カ
タ
ウ

(イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
火
山
噴
火

 
 

 
 

3
6
,0

0
0 

１
９
５
２

   
  カ

ム
チ
ャ
ッ
カ

 
 

 
 

 
 

M
9.

0 
   

 
   

   
 

1
6
5
 

１
９
５
７

 
 

 
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン

 
 

 
 

M
9.

0 
１
９
６
０

 
 

 
チ
リ

  
 

 
 

 
 

 
 

   
   

M
9.

4 
 

 
 

 
 

1
7
4
3
（チ

リ
）、

13
9

(日
本

) 
 

 
 

  
１
９
６
４

 
 

 ア
ラ
ス
カ

 
  

 
 

 
 

 
 M

9.
1 

 
 

   
   

 
 

 9
5

(ア
ラ
ス
カ
）

 
２
０
０
４

 
 
ス
マ
ト
ラ
島
沖

 
 

 
 

 
 M

9.
0 

   
   

   
 

 2
5
6
,0

0
0

 (イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  全

体
で

30
万
人
以
上

 
   

   
   

   
  

２
０
１
０

 
 

 
チ
リ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 M
8.

8 
 

 
 

 
 

  
 

8
0
2
 

日
本
の
巨
大
津
波

 
西
暦

 
 

 
和
暦

 
 

 
 
波
源
域

 
 

 
 ﾏ
ｸ
ﾞﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄﾞ

 
影
響
範
囲

 
 

   
   
死
者
数

 
 
８
６
９

 
 
貞
観
１
１

 
 

 三
陸
沖

 
 

 
   

  8
.6

 
 
三
陸

 
 

 
 

 
 

   
  

 
 1

00
0?

 
１
４
９
８

 
 明

応
７

 
 

 
東
海
沖

 
 

 
   

   
8.

6 
 
東
海
・
関
東

 
 

 
 

  
  5

00
0?

 
１
６
０
５

 
   
慶
長
９

 
 

 
南
海
ト
ラ
フ

 
 

 
 7

.9
 

 
千
葉
～
鹿
児
島

 
 

 
  5

00
0?

 
１
６
１
１

   
   
慶
長
１
６

 
 
三
陸
沖

 
 

 
   

   
8.

1 
   

 三
陸
・
北
海
道

 
 

 
 

  6
00

0?
 

１
７
０
７
 

 
宝
永

4
 

 
 
南
海
ト
ラ
フ

 
  

  
8.

4 
 
静
岡
～
高
知

 
 

 
  
  

20
00

0?
 

１
７
７
１

   
 明

和
８

 
 

 
沖
縄
石
垣
島

 
   

 7
.4

   
   
石
垣
島
・
宮
古
島

 
  

 1
18

61
 

１
７
９
２

   
 寛

政
４

 
 

 
島
原
西
岸

 
 

   
  6

.4
   

   
島
原
・
熊
本

 
 

 
 

   
  1

50
30

 
１
８
５
４

 
嘉
永

7
(安

政
1
) 
東
海
・
南
海
道

  
8
.4

 
 
東
海
・
南
海
道

 
 

60
0?
､3

00
0?

 
 

１
８
９
６

   
 
明
治
２
９

 
 

 三
陸
沖

 
 

 
 

   
7.

6 
   

  三
陸
・
北
海
道

   
   

   
 2

71
22

 
１
９
３
３

   
 昭

和
８

 
 

 
 三

陸
沖

 
 

 
 

   
8.

3 
 

 三
陸
・
北
海
道

 
 

   
 

 3
00

6 
１
９
４
６

 
   
昭
和
２
１

   
   

 紀
伊
沖

 
 

 
 

  8
.1

 
 

 四
国
・
和
歌
山

 
 

   
   

  1
33

0 
１
９
８
３

   
 昭

和
５
８

 
 

 秋
田
沖

 
 

 
 

   
7.

7 
 

 秋
田
・
青
森

 
 

 
 

  
  

 1
04

 
１
９
９
３

 
 平

成
５
年

 
北
海
道
南
西
沖

   
 7

.8
   

   
 北

海
道
・
奥
尻
島

 
  

  
 2

36
 

２
０
１
１

   
平
成

23
年

 
東
日
本
太
平
洋
沖

 9
.0

 
三
陸
・
福
島

   
15

86
9､

不
明

28
47
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日
本
海
中
部
地
震
津
波

(1
98

3)
 

隠
岐
に
お
け
る
津
波
痕
跡
高

 

   島
地
形
は
津
波
に
弱
い

 

19
95

年
10

月
18
日

19
時

37
分
に
奄
美
大
島
近
海
で

M
6.

9の
地
震
が
発
生
、
喜

界
島
で
震
度
５
を
観
測
し
た
。
気
象
庁
は
こ
の
地
震
に
対
し
て
「ツ

ナ
ミ
ナ
シ
」
も

含
め
て
津
波
予
報
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
喜
界
島
で
の
現
地
調
査
で

2.
0～

2.
7m

の
津
波
の
遡
上
高
が
確
認
さ
れ
た
。

 

奄
美
近
海
地
震
津
波

(1
99

5)
 

19
95

年
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ま
と
め

 

＊
南
北

60
0k

m
の
海
岸
線
を
持
つ
鹿
児

島
県
は

津
波
の

被
災
形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
域

に
固

有
の
災

害
特
性
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
＊
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
わ

が
国
の

新
た
な
津

波
防

災
対
応
が
次
々
と
発
表
さ
れ

て
い
る
。
鹿

児
島
大

学
地

域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の

動
静

を
注

視
す

る
一
方
で
、
中
央
か
ら
見
落
と
さ
れ

が
ち
な
地

域
の
重

要
な
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
教
育

を
行
う
必
要
が

あ
る
。

 

20
06
年
千
島
列
島
沖
地
震
津
波

 
M

7.
9 

鹿
児
島
県
は
遠
地
津
波
の
来
襲
危
険
度
が
大
き
い
。

 

19
60
年
チ
リ
津
波

 
(2
名
の
負
傷
者
、

59
5棟

の
床
上

浸
水
、

11
45
棟
の
床
下
浸
水
）

 
 20

10
年
チ
リ
津
波

 
志
布
志
港
で

1.
03

m
 

(わ
が
国
で
は
大
槌
漁
港
の

1.
45

m
の
観
測
地
が
最
大
）

 

チ
リ
津
波

(1
96

0)
 

リ
ア
ス
式
地
形
の

V
字

 

入
り
江
は
津
波
に
弱
い
．

 

大
船
渡

 
4.

9m
 

女
川

 
 

 4
.2

m
 

尾
鷲

 
 

 3
.4

m
 

名
瀬

 
 

 3
.4

m
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報 告 ４ 
 

近年の土砂災害の特徴と防災 

 
地頭薗 隆 

調査研究部門長，農学部准教授 
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土
石

流
 

 


水
・

土
砂

・
石

礫
が

一
体

で
渓

流
を

流
下

す
る

現
象

 
 


速

さ
は

時
速

２
０

～
４

０
k
m

，
自

動
車

な
み

の
ス

ピ
ー

ド
，

時
に

は
時

速
７

０
k
m

 
 


直

径
数

m
の

巨
石

も
動

か
す

 
破

壊
力

が
大

き
い

 

桜
島

野
尻

川
，

大
隅

河
川

国
道

事
務

所
撮

影
 

桜
島

西
道

川
，

鹿
児

島
森

林
管

理
署

撮
影

 

砂
礫

型
 

泥
流

型
 

出
水

市
針

原
土

石
流

災
害

 
1

9
9

7
年

7
月

1
0
日

発
生

，
死

者
2

1
名

 

（
国

際
航

空
写

真
株

式
会

社
撮

影
 ）

 

土
砂

災
害

を
引

き
起

こ
す

原
因

は
？

 

山
崩

れ
 

土
砂

移
動

現
象

 ＝
 土

砂
災

害
で

は
な

い
 

①
 土

砂
災

害
と

は
 

 
 

 
土

砂
災

害
を

引
き

起
こ

す
原

因
 

 
 

 
山

が
崩

れ
る

し
く

み
 

 
 

 
表

層
崩

壊
と

深
層

崩
壊

 

②
 近

年
の

土
砂

災
害

の
特

徴
 

 
 

 
南

大
隅

町
の

深
層

崩
壊

・
土

石
流

災
害

 

 
 

 
奄

美
豪

雨
災

害
 

③
 土

砂
災

害
を

防
ぐ

た
め

に
 

 
 

 
知

っ
て

お
き

た
い

防
災

 

近
年

の
土

砂
災

害
の

特
徴

と
防

災
 

（
国

際
航

空
写

真
株

式
会

社
撮

影
 ）

 
針

原
深

層
崩

壊
・

土
石

流
（

1
9

9
7
年

7
月

1
0
日

）
 

鹿
児

島
大

学
地

域
防

災
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
１

周
年

企
画

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 

「
地

域
防

災
力

の
向

上
を

考
え

る
」

 
  近

年
の

土
砂

災
害

の
 

  
 特

徴
と

防
災

 鹿
児

島
大

学
農

学
部

 

地
頭

薗
 隆

 

日
 

時
：

平
成

２
４

年
１

０
月

６
日

 
場

 
所

：
鹿

児
島

大
学

 
稲

盛
会

館
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表
層

崩
壊

発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム

 

シ
ラ
ス

 

崖
錐

 

表
層

土
 

降
雨

 
地

中
流

 

表
層

土
の

 
飽

和
に
よ
る
強

度
低

下
，

 
排

水
シ
ス
テ
ム
破

壊
 

 

地
頭

薗
作

成
  

①
 

②
 

③
 

問
題

：
大

雨
の

時
，

一
番

危
な

い
と

こ
ろ

は
，

ど
こ

？
 

地
頭

薗
作

成
  

「
シ
ラ
ス
崖

災
害

」
（
鹿

児
島

県
，

19
87

）
 

 
（

19
86

年
7月

10
日
鹿

児
島
市

集
中

豪
雨

災
害
）

 

（
鹿

児
島

市
武

地
区

）
 

シ
ラ

ス
斜

面
の

表
層

崩
壊

 

シ
ラ

ス
台

地
 

表
層

崩
壊

 
深

層
崩

壊
 

出
典

：
 「

水
と

土
を

は
ぐ

く
む

森
」

，
大

田
，

1
9

9
6

 

山
崩

れ
 

山
地

斜
面

の
風

化
土

層
あ

る
い

は
基

盤
岩

が
大

雨
，

地
震

な
ど

で
安

定
を

失
い

高
速

度
で

崩
落

す
る

現
象

 

・
崩

壊
深

が
浅

い
（

深
く

て
も

2
，

3
m

程
度

）
表

層
崩

壊
 

・
深

部
（

崩
壊

深
4
，

5
m

以
上

）
か

ら
崩

れ
る

深
層

崩
壊
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近
年

，
大

雨
・

強
雨

が
増

加
し

て
い

る
 

気
象

庁
資

料
 

①
 

②
 

③
 

危
険

斜
面

 

広
葉

樹
 

ク
ロ

マ
ツ

 

崩
壊

跡
地

 
（

十
数

年
前

）
 

草
本

 

崩
壊

跡
地

 
（

数
年

前
）

 
崩

壊
跡

地
 

（
数

十
年

前
）

 

地
頭

薗
作

成
  

植
生

の
遷

移
と

表
層

土
の

発
達

 

（
下

川
・

地
頭

薗
，

1
9

8
4
）

 


 遷

移
と

は
，

植
生

が
自

然
に

移
り

変
わ

る
現

象
 


 植

生
が

大
き

く
な

る
に

つ
れ

て
，

表
層

土
も

厚
く

な
っ

て
い

く
 


 表

層
土

の
発

達
と

植
生

の
生

長
は

密
接

に
関

係
 

地
中

流
 

表
層

土
 

表
層

崩
壊

発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム

 

シ
ラ
ス

 

崖
錐

 

表
層

崩
壊

 

降
雨

 

地
頭

薗
作

成
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斜
面

変
状

か
ら

深
層

崩
壊

が
起

こ
る

場
所

を
探

す
 

深
層

崩
壊

の
前

兆
現

象
 

航
空

レ
ー

ザ
ー

測
量

技
術

で
抽

出
 

（
笹

原
，

2
0

1
1
）

 
（

下
川

・
岩

松
，

1
9

8
5
）

 

ク
リ

ー
プ

 

二
重

尾
根

ク
リ

ー
プ

 

は
ら

み
出

し
 

尾
根

緩
斜

面
 

末
端

崩
壊

 

深
層

崩
壊

 

鹿
児

島
県

資
料

 

発
生

：
2

0
1

0
年

1
0
月

2
0
日

 
雨

量
：

総
雨

量
8

0
0

m
m

 
地

質
：

砂
岩

と
頁

岩
の

互
層

（
中

生
代

白
亜

紀
）

 
規

模
：

幅
5

0
m

，
長

さ
8

0
m

，
最

大
深

1
0

m
 

 
 

 
土

砂
量

：
2
万

m
3

 

 龍
郷

町
浦

－
2

0
1

0
年

奄
美

豪
雨

災
害

－
 

 

2
0

1
0
年

 
鹿

児
島

県
南

大
隅

町
 

１
号

堰
堤

 

２
号

堰
堤

 

３
号

堰
堤

 

大
浜

川
 

船
石

川
２

 

鹿
児

島
県

南
大

隅
町

船
石

川
 

発
生

：
2

0
1

0
年

7
月

4
～

8
日

 
雨

量
：

総
雨

量
1

0
5

5
m

m
 

地
質

：
溶

結
凝

灰
岩

 

鹿
児

島
県

資
料

 

火
砕

流
台

地
 

国
際
航
空
写
真
株
式
会
社
撮
影

 

鹿
児

島
県

出
水

市
針

原
 

発
生

：
1

9
9

7
年

7
月

1
0
日

 
雨

量
：

総
雨

量
4

0
1

m
m

，
最

大
時

間
雨

量
6

2
m

m
 

地
質

：
風

化
安

山
岩

と
凝

灰
角

礫
岩

（
基

盤
）

 

地
形

：
平

均
傾

斜
2

5
度

程
度

 

規
模

：
崩

壊
幅

8
0

m
，

長
さ

1
9

0
m

，
最

大
深

3
0

m
，

 

  
  

  
  

 崩
壊

土
砂

量
1

3
万

m
3
  

被
害

：
死

者
2

1
名

，
住

家
被

害
2

9
棟

 

Hourly rainfall (mm)

Izu
mi

 M
ete

or
olo

gic
al 

Ob
se

rv
ato

ry
62

mm
(10

-11
)

55
mm

(16
-17

) Occurrence
of disaster

6  
Ju

ly

27
mm

(19
-20

)

7  
Ju

ly
8  

Ju
ly

9  
Ju

ly
10

  J
uly

19
97

010203040506070

Accumulated rainfall (mm)

010
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

1
9

9
7
年

 
鹿

児
島

県
出

水
市

針
原
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こ
の

地
図

を
み

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

 

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ

 

平
成

2
1
年

5
月

 
鹿
児
島
市
発
行

 

土
砂

災
害

防
止

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

お
け

る
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
 

土
砂

災
害

の
恐

れ
が

あ
る

区
域

を
示

し
，

警
戒

避
難

体
制

の
整

備
，

住
宅

等
の

立
地

を
抑

制
す

る
 

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
（

イ
エ

ロ
ー

ゾ
ー

ン
）

 
 

土
砂

災
害

の
恐

れ
が

あ
る

区
域

 

・
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
（

レ
ッ

ド
ゾ

ー
ン

）
著

し
い

危
害

が
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
区

域
 

急
傾

斜
地

の
崩

壊
 

土
石

流
 

鹿
児

島
県

資
料

 

深
層

崩
壊

に
対

す
る

警
戒

避
難

 

湧
水

セ
ン

サ
ー

 
 

 
湧

水
流

量
，

電
気

伝
導

度
，

濁
度

の
変

化
を

検
知

 
 湧

水
が

増
加

中
 

 
→
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地
下

水
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難
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水
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水
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度
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電
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導
度
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変

化
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地
下

水
排

水
シ

ス
テ

ム
破

壊
・

不
調

 
 
→

す
ぐ

避
難
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⇒
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山
は

崩
れ

る
も
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派

な
森

林
も
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界

あ
り
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世

代
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崩
れ
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な
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壊

の
危

険
が

増
加

中
 

 

大
雨

の
予

報
，

避
難

勧
告
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早

め
の

避
難

 
 異

変
に

気
づ

い
た

ら
 

 
雨

の
降
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方

が
非
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だ

 
 

斜
面

か
ら

多
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の
水

 
 

小
石

が
転

が
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て
く

る
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逃
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湧
水

が
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に
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防
災

に
関

す
る

世
論

調
査

よ
り

作
成

 

図
．

大
地

震
に

備
え

て
準

備
し

て
い

る
①

 

「
 備
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 」

 
・

食
 

料
 

・
飲

料
水

 

％
 

 課
題

１
『

防
災

意
識

が
行

動
に

直
結

し
て

い
な

い
』

 
  防

災
に

関
す

る
世

論
調

査
 

  
阪

神
淡

路
大

震
災

 
  

 
建

物
の

倒
壊
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人

命
に
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結

す
る

 
定

着
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建

物
の

倒
壊
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る

危
機

意
識

 
↑

 
  

 
具

体
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策
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行
っ
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者
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な
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当

調
査
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災

害
へ

の
不
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６

割
 

 
 

 
 

災
害

や
防

災
に

関
心

 
７

割
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段

か
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災
害

時
の

行
動
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考

え
て

い
る
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割
 

調
査

研
究
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研

究
目
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防
災

へ
の

意
識

の
実
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年
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年
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年
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月
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授
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光
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大
地

震
に

備
え

て
準

備
し

て
い

る
②

 

「
 備
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 」

 
・

携
帯

ラ
ジ

オ
 

・
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中
電

灯
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医

薬
品
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 課
題
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『
風

化
す

る
防

災
意

識
』

 
 防

災
に

関
す

る
世

論
調

査
 

 
 経

年
比

較
 

 
  
大

地
震

に
備

え
て

具
体

的
な

事
前

の
対

策
を

 
実

施
し

て
い

る
割

合
は

減
少

傾
向

 
  

阪
神

淡
路

大
震

災
で

高
ま

っ
た

防
災

意
識

は
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月
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経

過
と

と
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風
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し
て

い
る

 

図
 
日

頃
か
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災

害
時

の
行

動
を

考
え
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い

ま
す

か
。

 

と
て
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あ

て
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る
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％
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も
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％
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％

ま
っ

た
く
あ

て
は

ま
ら

な
い

2
5
.8

％

無
回

答
 0

.4
％

大
学

生
５

３
５
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図
．

防
災

訓
練

へ
参

加
し

た
経

験
の

有
無

 
図

．
大

地
震

に
備

え
て

準
備

し
て

い
る

①
 

「
 備

 え
 」

 
・

食
料

 
・

飲
料

水
 

防
災

に
関

す
る

世
論

調
査

よ
り

作
成
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題
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『
防

災
意

識
の

地
域

格
差
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災

に
関

す
る

世
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査

 

大
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震
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っ
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え
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る
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％
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％
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え

て
家

族
と

話
し

あ
っ

て
い

る
 

％
 



－ 194 －

図
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防
災

に
関

す
る

年
間

指
導

計
画

の
立

案
（

1
2
4
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防
災

推
進

の
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め
の

目
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方
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4
校
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教
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け
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実
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調
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．
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．
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．
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研
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け
る

防
災

へ
の
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（
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）
訓

練
の
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前
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無
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1
2
4
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図

．
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防
災
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訓

練
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実
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4
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避
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災
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訓
練
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定
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1
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4
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校
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避
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4
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図
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避
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経

路
・
避

難
場
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安
全
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4
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に
あ

る
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・
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図
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品
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の
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4
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図
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防
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教
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を
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に
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っ
て

の
課
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2
4
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行
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て
い

な
い

理
由
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９
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３
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図
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修
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1
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4
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校
 

図
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図
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組
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本日はお忙しいなか当シンポジウムにご参加いただき、誠にありがとうございます。 
今後の参考にさせていただきますので、お手数ですがアンケートにご協力をお願いいたします。 

それぞれ該当するものに○またはご記入ください。 
 
Q1．シンポジウムに参加されて、全体的な感想はいかがでしたか。 
 1．良かった  2．まあまあ良かった  3．普通  4．あまり良くなかった  5．良くなかった 
 ※良かった点、悪かった点をご自由にお書きください。 
 （                                      ） 
Q2．シンポジウムの内容は、分かりやすいものでしたか。 
 1．分かりやすかった  2．まあまあ分かりやすかった  3．どちらともいえない         

4．あまり分かりやすくなかった  5．分かりにくかった 
 ※どのような点でそう感じましたか。 
 （                                      ） 
Q3．シンポジウムは、今後の地域防災を考えるうえで役に立つものでしたか。 
 1．役に立つ  2．まあまあ役に立つ  3．普通  4．あまり役に立たない  5．役に立たない 
 ※どのような点でそう感じましたか。 
 （                                      ） 
Q4．今回のシンポジウムの開催を何で知りましたか。（複数回答可） 
 1．ポスター・チラシ  2．新聞記事・テレビ  3．鹿児島大学ホームページ 
 4．友人・知人から  5．その他（                       ） 
Q5．身近な地域防災としての関心度について、それぞれの項目の数字に○をつけてください。 

ない          ある         ない          ある 
水害（豪雨） 1 2 3 4 5 地震災害 1 2 3 4 5 
土砂災害 1 2 3 4 5 津波災害 1 2 3 4 5 
火山災害 1 2 3 4 5 放射線災害 1 2 3 4 5 
台風災害 1 2 3 4 5 その他  
Q6．【お住まい】1．鹿児島市内 2．鹿児島市外の鹿児島県内 3．県外（        ） 

【性  別】1．男性 2．女性 
【年  代】1．10 代  2．20 代  3．30 代  4．40 代  5．50 代  6．60 代  

       7．70 代  8．80 代以上 
【職  種】（                   ） 
【参加のきっかけ】1．自発的に 2．ご友人等に誘われて 3．その他（       ） 

※シンポジウムに関するご感想等がございましたらご自由にお書きください。

 

 

 

 

ご協力、ありがとうございました。 
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q1．シンポジウムに参加されて、全体的な感想はいかがでしたか。

※良かった点、悪かった点をご自由にお書きください。

1．”良かった”と回答された方の内容

色々な視点から”防災”について考えられたので良かったと思う。

様々な防災に関する認識が高まった。

防災教育の在り方を考えることができた。

今は教育現場で防災教育を取り扱っているそうで、知らなかったので新鮮でした。

防災に関する啓発に役立つ情報を多く頂きました。

分かりやすかった点。

具体的なことが良く分かりました。

地方大学での取り組みを聞けて良かった。

鹿児島の災害について考える機会となった。

センターの目的・役割や地方大学が果たす役割・可能性が分かった。

とても勉強になりました。

身近に起こりうる災害についての防災のしかた、種類について知れた点。

様々な災害について想定をし、備えをしていくべき重要さを学ぶことができた。

クーラーが効きすぎでした。

改めて自己の防災意識を高めることができた。

地域の教育力を高めるには、地方大学（鹿児島大学）の果たす役割と行政と地域がいかに連
携するかにあると感じた。

いろんな視点で防災に対する取り組みを知ることができた。

2．”まあまあ良かった”と回答された方の内容

内容が盛りだくさんで良かったが、もう少し一般向けに意識して欲しかった。

会場から発言させなかったこと。

休憩がない。

広範な分野の状況を聞くことができた。

日頃あまり詳しく聞けないような内容の話が聴けた。

具体的な説明は分かりやすく良かったが、専門分野の説明は分かりづらかった。

内容はすごく良い。もう少し、広報をしてほしかった。

それぞれの災害のメカニズムについては分かったが、防災について、もう少しお話があれば
よかったのではと思う。

動画があったことは、雰囲気を変えた。

普段授業で聞けない話が聞けた。

自分の所属する学部だけでなく他学部の研究について知ることができた。

3．”普通”と回答された方の内容

一般論が多い。鹿児島県にとってこのセンターがどういう意義をもつのか知りたい。

4．”あまり良くなかった”と回答された方の内容

5．”良くなかった”と回答された方の内容

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
Q1.自由記入欄
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q2．シンポジウムの内容は、分かりやすいものでしたか。

※どのような点でそう感じましたか。

1．”分かりやすかった”と回答された方の内容

過去発生した現象を図や写真、動画で示し、原因を分かりやすく解説してくださった。

パワーポイントでの説明、さらにパネルディスカッションで個人的に話が聞けるため。

スライド等を使われて、分かりやすく説明してくださった。

専門的な調査を行っている方が、直接説明をしたこと。

実例、スライド等で。

スライドの見やすさや、話しの表現。

非常に分かりやすく、一般の方にとって必要な情報を中心に伝えていたと思う。

映像、グラフ、また鹿児島のデータが多く分かりやすかった。

包括的なものや専門的な視点から地域防災を考えるという点。

過去～現在、世界～日本～鹿児島を対比しやすい図表・言葉で説明されていた。基本的なメ
カニズムの説明がなされていた。

専門的な見地から話を伺うことができて大変有意義であった。

2．”まあまあ分かりやすかった”と回答された方の内容

動画や写真が多いのは理解しやすかったが、文字が多いとも感じた。

地域防災と地域との連携の方向性が少し出てきた。

パワーポイントに工夫が見られた。

基本的なところから説明して頂けた点。

具体的な分かりやすい説明。

時間配分が十分だった。概要資料の配布がありがたい。

ボリュームが多くて、少し焦点が絞りにくかった。

光の関係でスライドが少し見えづらかった。

3．”どちらともいえない”と回答された方の内容

4．”あまり分かりやすくなかった”と回答された方の内容

報告の数を減らして、じっくり聞きたかった。

5．”分かりにくかった”と回答された方の内容

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
Q2.自由記入欄
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q3．シンポジウムは、今後の地域防災を考えるうえで役に立つものでしたか。

※どのような点でそう感じましたか。

1．”役に立つ”と回答された方の内容

身近なところで気を付けなければならないところを教えてもらえた。

火山、津波、森林の点から、自分で気付く事、何よりも避難が大事と知った。

その地域の特性を理解したうえで防災に生かしていくべきだと感じた。

講演内容自体も有意義でしたが、防災情報を発信している自治体等の紹介をして頂いたの
で、確認してみたいと思いました。近年は、ジャンルを超えてこういう取り組みを行ってい
て良い事だと思います。
災害のメカニズムを知ることで、どこに危険が潜んでいるか知ることができた。（資料の紹
介など。）

災害が今は少ないが、いつ発生してもおかしくない。必要である。

地域で想定される災害の種類が分かった。

特に”地域”特有の状況に関する情報はとても有難いです。

災害の起こるメカニズム、被害の大きさ、起こりやすい条件など知れた点。

地域防災の上での鹿児島大学の役割がどのようなものか知ることができた点。

行政においても各教委・学校への情報発信に役立つ。

今こそ、地域防災教育研究センターの存在を示す時期にあると思いました。

2．”まあまあ役に立つ”と回答された方の内容

問題点は整理できたが、抽出された課題をどう具体的に紐解いていくのか、これからが重要
と感じた。動きを地域に広げるのが大事。動かない行政等をどう動かすのか。

もう少し具体的なノウハウ的提言が頂けたら良かった。

地域防災というよりは、自分自身の防災について考えるには良かったと思う。

現状と課題を述べていた点。

防災に対する意識が高まった。

3．”普通”と回答された方の内容

防災の意義はわかるが、具体的な提言が少ないように感じられた。

4．”あまり役に立たない”と回答された方の内容

5．”役に立たない”と回答された方の内容

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
Q3.自由記入欄
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＜各設問に対する自由記入欄回答＞

Q5．身近な地域防災としての関心度について、それぞれの項目の数字に○をつけてください。

”その他”の欄に記入された回答

災害に強いまちづくりに関心があります。

防災教育（中央教育人材育成）

災害時の集団心理

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
Q5.その他記入欄
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＜ご感想等自由記入欄＞

シンポジウムはセンターの存在や活動を認知する良いきっかけになったと思います。設置目的
に沿う組織の今後の機能、活動の展開を期待しています。ハザードマップもそうですが、材料
があっても利活用が進んでいない・・・そういう自分で守る行動へつながっていく意識向上を促
すような発信源となるようご活躍ください。

50代
女性

発言させないので不満が強まった。地域連携では、両者の違いの認識が大切だと思う。全体的
に大学が行政化したような感じがした。住民の命を守るという視点をもっとはっきり出すべきであ
る。

70代
男性

ふたつのシンポジウムが同日にあった為、途中退席で申し訳ないのですが、地域防災は重要
だと思います。「喉元過ぎれば」という言葉があるように、時間の経過と共に人はその重要性を
忘れてしまうので、定期的にこのような講演を開くことが大事です。

60代
男性

地域と連携するという強い意志の発信が必要かと感じました。まだまだ弱いような気がします。
60代
男性

設立からこの1年、なにをやってきたのか、具体的に示してほしかった。「まだできたばかりだか
ら」というのは無責任。その間に災害は起こっている。センターの取り組みを分かりやすく発信し
ていく必要があると思った。失礼なことを書きました。質問用紙があるのに、もっと取り上げてほ
しい。

30代
男性

防災教育を進める担当を任されているが、防災を考えるうえで大事なことは、まず自然の特徴
や地域の特徴を知ることが大切であるということを改めて感じた。高まった意識を広げていくこと
がまず大切なことで、一人一人の教職員や児童・生徒に伝えていくべきだと思った。

50代
男性

13時から始めて頂いて良いので、途中休憩が欲しかったです。社会人向けの防災教育をして
頂けるなんて有難い事だと思います。大変かとは思いますが、知りたい人は多いと思います。是
非頑張ってください。お願い致します。今日は大変勉強になりました。ありがとうございました。

40代
女性

改めて、自分の住んでいるところが、どういう危険なところ（土砂崩壊と放射線）であるか確認す
る必要があり、しっかり備え（携帯品，避難路場所）をしなければならないと思った。

50代
男性

時間配分というか全体の構成が欲張り過ぎ感がありました。
50代
男性

引き続き開催され、最新の情報等を発信していただきたい。期待しています。
50代
男性

毎年、梅雨前の開催にしてはどうか？
40代
男性

とても勉強になりました。第2回シンポジウムは鹿児島県・市、行政と連携をとり、防災士の方々
や自主防災組織等の防災に関係する人に参加をするよう取り組んでほしいです。一般への講
座をお願い致します。

60代
男性

県内においては出水の活断層が有名だが、鹿児島市内を始め県内にも小さな活断層が存在
するのでは？防災の視点からHP等で情報公開することにより、人命が失われることを防げるの
ではないでしょうか。

50代
男性

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
ご感想等自由記入欄
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＜ご感想等自由記入欄＞

地方大学での取組み状況を知る機会であり、今後も継続的な開催や国・地方自治体との連
携、共同での研究、技術交流会を期待します。

60代
男性

防災について考える良いきっかけになったと思う。メカニズムから災害に対する取り組み等、分
かりやすく説明して頂けたことに感謝します。

20代
男性

大学は”情報”を持っていても、それが活かしきれていないと私は感じています。情報を活かせ
られる所と大学（センター）とをつなげるコーディネーター役が必要と思いました。

30代
男性

各調査研究部門の横串や学校・自治体・民間等との連携（横串）が今後の課題だと感じた。各
部門の最新の取り組みが聞けて大変参考になった。特に、過去の災害について。

30代
男性

専門性の高い教員でそれぞれの分野については興味深い話が聞けた。しかし、それらを結ぶ
組織論に弱さを感じた。

40代
男性

地頭薗准教授の講演が、特に具体的で分かりやすかった。
50代
男性

今回のシンポジウムでは放射線災害に関する内容が薄かったのではないか、鹿児島県内も原
子力発電所があり、そういった観点からもその災害に関する内容も含める事は必要ではないか
と思う。

40代
男性

とても充実した内容でした。有難うございました。トイレ休憩をあと1回入れていただければ、特
に女性参加者に喜ばれたのではないでしょうか。

50代
男性

社会人の防災マイスターは興味があります。
50代
女性

専門分野外のお話を聞くこともでき、さらに分かり易い内容で、とても有意義な時間を過ごすこ
とができました。ありがとうございました。

20代
男性

今後、貴センターと連携して、学校の管理職・防災担当者を出席させることにより、各学校・児
童生徒・保護者・及び地域における防災意識を高めていきたい。

50代
男性

1周年企画シンポジウムを計画していただき、とても有難かったです。今後も、不定期でも継続
してこのような企画をしていただき地域の防災意識向上のために貢献していただきたい。

40代
男性

地域防災教育研究センター1周年企画シンポジウム／2012.10.6
ご感想等自由記入欄
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